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前
澤
工
業
は
11
日
、
国
土

交
通
省
が
今
年
度
実
施
す
る

下
水
道
革
新
的
技
術
実
証
事

業
（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
に
お
い
て
、
日

本
下
水
道
事
業
団
、
埼
玉
県

と
共
同
で
提
案
し
た
「
省
エ

ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
に
関
す

る
実
証
事
業
」
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
発
表
し
た
。
埼
玉

県
荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
新

河
岸
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
を

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

深
槽
反
応
タ
ン
ク
に
お
い

て
、
散
気
装
置
の
設
置
位
置

を
従
来
の
槽
中
間
部
か
ら
底

部
へ
と
変
更
す
る
こ
と
で
酸

素
移
動
効
率
を
向
上
さ
せ
る

省
エ
ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
に

つ
い
て
、
消
費
電
力
量
と
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
縮
減
効
果
、
性

能
な
ど
を
実
証
す
る
こ
と
に

よ
り
実
用
化
を
図
る
。

　

人
口
密
集
地
の
下
水
処
理

場
に
多
い
深
槽
反
応
タ
ン
ク

は
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

提
案
技
術
で
は
深
槽
反
応
タ

ン
ク
の
底
部
に
散
気
装
置
を

設
置
す
る
深
槽
全
面
エ
ア

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
酸
素

移
動
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
、
送
風
量
を
削
減
し
て

曝
気
動
力
を
削
減
し
、
消
費

電
力
量
と
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
縮

減
を
図
る
。
ま
た
、
散
気
装

置
の
設
置
数
量
を
削
減
す
る

こ
と
で
機
器
費
を
縮
減
す
る

と
と
も
に
、
散
気
装
置
の
底

部
設
置
に
よ
り
設
置
架
台
や

据
付
時
の
高
所
足
場
が
不
要

と
な
り
設
置
コ
ス
ト
の
縮
減

が
可
能
と
な
る
。
底
部
設
置

に
よ
っ
て
維
持
管
理
性
と
安

全
性
の
向
上
も
図
る
。

「
省
エ
ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
」
実
用
化
へ

Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
採
択 

Ｊ
Ｓ
・
埼
玉
県
と

前
澤
工
業
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